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Ⅰ 指針策定の考え方 ①

１. ユニバーサルデザインとは？

▶ 「ユニバーサルデザイン」とは、「ユニバーサル（すべての）」と「デザイン（設計、計画）」を組み合わせた言葉で、年齢

や性別、能力、国籍の違いにかかわらず、すべての人に配慮した暮らしづくりをしていこうとする考え方で、1985年に米国の

建築家ロナルド・メイス氏によって提唱されました。省略して「ＵＤ（ユーディー）」とも言われます。

ユニバーサル

Universal
すべての

デザイン

Design
設計、計画

ユニバーサルデザイン

Universal Design
すべての人のためのデザイン

▶ ユニバーサルデザインには、次の７つの原則が設定されています。

① 公平性‥‥‥‥誰もが公平に利用できる

② 自由度‥‥‥‥使ううえで自由度が高い

③ 単純性‥‥‥‥簡単に使える

④ 分かりやすさ‥必要な情報がすぐに理解できる

⑤ 安全性‥‥‥‥うっかりミスや危険につながらない

⑥ 負担の少なさ‥身体的に楽に使える

⑦ 空間性‥‥‥‥利用しやすい大きさや広さ

いわき市小学生ユニバーサルデザイン「やさしさ」写真コンクール
最優秀賞作品

【令和３年度】
「ユニバーサルなＡＩ接客システム」

【令和４年度】
「忘れ物防止トレー」
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Ⅰ 指針策定の考え方 ②

２. ユニバーサルデザインに係る経緯等

(3) 県の主な経緯

▶ 福島県は、平成１４年に『ふくしまユニバーサルデザイン推進指針』（①）、平成１５年に具体

的施策を推進する『ふくしまユニバーサルプラン推進プラン』（②、後に計画）を策定しました。

▶ 平成１６年に「ふくしま型ＵＤ」の推進を図るため①を改訂、平成１７年に『ふくしま公共施設

等ユニバーサルデザイン指針』を策定、さらに平成２２年には、①と②を統合して『ふくしまユ

ニバーサルデザイン推進計画』を策定（平成２５年に改定）しました。
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(2) 国の主な経緯

▶ 平成６年の『高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律』の施行などにより、建物や交

通環境のバリアフリー化が図られる中、平成１４年に閣議決定された『障害者基本計画』において、障がいの有無にかかわら

ず、人格と個性を尊重して支え合う共生社会に向け、バリアフリーに加え、ユニバーサルデザインの推進が明示されました。

▶ 平成２０年に『バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進要綱』が関係閣僚会議で決定され、すべての人が個々の属性や状況

にかかわらず、自信と喜びを持って生活できるよう、バリアフリーとユニバーサルデザイン両方の推進が必要とされました。

(1) 「バリアフリー」と「ユニバーサルデザイン」

▶ 「バリアフリー」は、障がい者や高齢者の活動を困難にする建物や道路の段差などの障壁

（バリア）の除去（フリー）を意味する建築用語ですが、現在は、あらゆる人の社会参画

を困難にするすべての分野の障壁を除去する意味で使われています。

▶ 「ユニバーサルデザイン」は、あらかじめすべての人が利用しやすいようにまちや生活空

間をデザインしようとする考え方です。
江名市民サービスセンター

『ふくしま公共施設等ユニバーサルデザイン指針』より



Ⅰ 指針策定の考え方 ③

３. 市のこれまでの取組

(1)『市ユニバーサルデザイン推進指針』（第１次）の策定と推進

▶ 平成１９年、市、市民、民間団体、事業者等が共通理解に立ち、市全体でユニバーサルデザインを

推進することを目的に、『市ユニバーサルデザイン推進指針』（第１次）を策定しました。

▶ 指針では、「“認め愛、思い愛、支え愛” 気づいたことからはじめよう！」をキャッチフレーズに、

ひとづくり、まちづくり、ものづくり、サービス・情報、社会参加の５分野ごとに取組の方向と具

体例を示し、各種施策を推進するとともに、市民や事業者などの各主体の実践を促進してきました。

▶ 平成２５年には、東日本大震災に伴う社会情勢の変化や市民ニーズに対応するため、市民意識調査

や取組の検証を踏まえ、一層の推進が図られるよう、指針を改訂しました。

(2) 関連計画の策定と推進

▶ ユニバーサルデザインに関連する主な計画として、『第５次市障がい者計画』を令和３年２月

に、『第四次市男女共同参画プラン』を令和４年３月に『市ＤＶ防止基本計画』『市女性活躍

推進計画』を兼ねて策定し、障がい者への理解や心のバリアフリー、女性の活躍や人権の尊

重を推進しています。

(3) 多文化共生の推進

▶ 外国人住民の増加を受け、平成３１年４月に「外国人との共生社会実現に向けた環境整備検討

会議」を設置し、令和元年１０月に『外国人との共生社会実現に向けた“いわき版”総合的対応

策』をまとめました。

▶ 令和２年には、市内の企業や大学などで構成する「外国人材受入企業連絡協議会」が設置され、

産学官をあげた多文化共生の推進体制が整えられています。

▶ 市内居住外国人や本市を訪れる外国人が安心できる、そして暮らしやすいまちづくりを目指し、

多文化共生推進事業に取り組んでいます。 3



Ⅰ 指針策定の考え方 ④

４. 新たな指針策定の背景

(1) 社会情勢の変化

▶ 全国、特に地方において人口減少、少子高齢化が一層進行しています。

▶ 社会の多様化が伸展し、男女共同参画、多文化共生、多様な性自認の理解が広がっています。

▶ SDGｓ（持続可能な開発目標）の地方自治体計画への反映が求められています。

▶ デジタル技術が進展し、様々な分野で省力化・効率化が進んでいます。

▶ 新型コロナウイルス感染症の影響で、高齢者や障がい者などの社会的弱者の孤立が顕在化しています。

(2) 国の計画とりまとめ

国は、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契

機に、ユニバーサルデザイン化・心のバリアフリーを一層推進するた

め、平成２９年に関係閣僚会議において『ユニバーサルデザイン２０

２０行動計画』をとりまとめました。

(3) 県の計画改定

福島県は、令和３年の総合計画の改定に合わせ、県づくりの理念の一つである“多様性に寛容

で差別のない共に助け合う地域社会づくり”を推進するため、同年１２月に『ふくしまユニバー

サルデザイン推進計画』を改定しました。

(4) 市の指針改訂から一定期間経過

『市ユニバーサルデザイン推進指針』が平成２５年の改訂から１０年が経過しています。

『大会を契機とした取組とレガシー ～TOKYO 2020』より
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福島県ホームページより



Ⅰ 指針策定の考え方 ⑤

５. 指針策定の趣旨

▶ 本市は『市ユニバーサルデザイン推進指針』に基づき、市、市民、事業者、民間団体等が方向性を共有しながら、ハード、ソフ

ト、さらには心のユニバーサルデザイン化に取り組んできました。

▶ このような中、少子高齢化の進行、外国人住民の増加、SDGｓへの取組の広がり、さらには新型コロナウィルス感染症の影響

など、本市を取り巻く社会情勢の変化に対応するとともに、国や県と連動しながら、ユニバーサルデザインが 「知る」「行う」

ものから当たり前に「在る」ものへ、より進化した共生社会の実現を目指し、『第２次いわき市ユニバーサルデザイン推進指

針』を策定するものです。

知る（Know）

•ユニバーサルデザインや共生社

会について知る

行う（Do）

•ユニバーサルデザインや共生社
会の実現に向けて意識して行動

に移す

在る（Be）

•ユニバーサルデザインや共生社

会を当たり前のものとして、意

識することなく行動できる

5



Ⅰ 指針策定の考え方 ⑥

６. 指針の位置づけ

▶ 本指針は、市、市民、民間団体、事業者が協働で、ユニバーサルデザインに関する取組を推進していくための計画とするもの

です。

▶ 本指針は、市の『まちづくりの基本方針』に基づく分野別個別計画であり、他の個別計画と連携しながら本市のユニバーサル

デザインを推進するものです。

▶ 本指針は、国の『ユニバーサルデザイン２０２０行動計画』や、福島県の『ふくしまユニバーサルデザイン推進計画』などの

関連する計画と整合を図りながら連携するものです。

▶ 本指針は、本市のユニバーサルデザインを取り巻く環境の変化に応じて適宜見直すこととします。

まちづくりの基本方針

第２次ユニバーサルデザイン
推進指針

 高齢者保健福祉計画
 障がい者計画
 子ども・子育て支援事業計画
 男女共同参画プラン
 外国人との共生社会実現に向

けた“いわき版”総合的対応策
 ＩＣＴ利活用社会推進計画
 都市計画マスタープラン
 公共施設等総合管理計画 等

市民
・

民間団体
・

事業者

等

国・県

いわき市

協働 連携

整合・連携
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Ⅱ 本市の現状と課題 ①

１. 統計等にみる現状と課題 ①

(1) 人口減少・少子高齢化・小世帯化

人口減少、少子高齢化、小世帯化が進んでいます。

(2) 人権

児童虐待やＤＶ（配偶者等暴力）の相談が減っていません。

❶ 高齢により生じる特性に配

慮したまちづくりの推進が

必要です。

❷ 思いやりの心を育む機会の

拡充が必要です。

課 題

15.9% 14.7% 13.7% 12.3% 11.5%

64.5% 62.9% 61.2% 59.3% 57.1%

19.6% 22.4% 25.1% 28.4% 31.4%

平成12 平成17 平成22 平成27 令和2

人口・年齢区分別の推移（人・％）

65才～

15～64才

0～14才

37 
42 

62 

46 49 

0

10

20

30

40

50

60

70

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

児童虐待相談対応数の推移（件）

282 
233 

259 

373 

283 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

DV（配偶者等暴力）相談数の推移（件）

❸ 女性や子どもの権利や安全

・安心を守る環境づくりの

推進が必要です。

課 題

123,864 

128,584 128,722 

141,069 141,173 

2.91 
2.76 2.66 

2.48 2.36 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

平成12 平成17 平成22 平成27 令和2

世帯数・１世帯人員の推移（世帯・人）

世帯数

１世帯

人員

（各年4月1日現在） （各年4月1日現在）

「国勢調査」より

350,237342,249 332,931
354,492360,138

7
市こども家庭課集計より



Ⅱ 本市の現状と課題 ②

１. 統計等にみる現状と課題 ②

(4) 男女共同参画

家庭での平等意識や女性活躍はわずかに向上していますが、依然として低調です。

(3) 多様性

障がい者の人口割合や在住外国人の数が増加傾向にあります。

17,261 
17,266 

17,423 

17,745 

17,420 

4.99%

5.03%

5.12%

5.25%
5.27%

4.85%

4.90%

4.95%

5.00%

5.05%

5.10%

5.15%

5.20%

5.25%

5.30%

17,000

17,100

17,200

17,300

17,400

17,500

17,600

17,700

17,800

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

障がい者数・人口割合の推移（人・％）

人数

人口

割合

（各年4月1日現在）

2,125 2,292 
2,615 

2,919 2,902 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

外国人住民人口の推移（人）
（各年3月31日現在） ❹ 多様性を尊重し、違いを認

め合える地域社会の醸成が

必要です。

❺ 障がい者や外国人が暮らし

やすいまちづくりの推進が

必要です。

課 題

❻ 男女共同参画、女性活躍を

一層推進する必要がありま

す。

課 題

9.2 %
12.1 %

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

平成27年度 令和元年度

事業所(30人以上)の女性管理職の割合

市男女共同参画センター「意識・実態調査」より

34.2% 35.1 % 35.2 %

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

平成21年度 平成26年度 令和元年度

家庭での男女の地位が平等と思う人の割合
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Ⅱ 本市の現状と課題 ③

２. アンケート調査結果にみる現状と課題 ①

(1) 「ユニバーサルデザイン」の認知度～前回調査（平成22年）との比較

認知度は向上しましたが、依然として「全く知らない」が多くなっています。

(2) まちのユニバーサルデザイン不足の認識

ユニバーサルデザイン不足を感じることは、ハード、ソフト、心の面で様々です。

《アンケート調査の概要》

●調査目的：ユニバーサルデザインに関する市民の意識や意見を調査 ●調査期間：令和4年2月25日～3月17日

●調査対象：市民3,000名（18歳以上から無作為抽出） ●回 答 数 ：1,187名（回答率39.6％）

01 5.8%

02 19.2%

03  25.2%

04 44.5%

05 5.4% 01 具体的に知っている

02 言葉の意味を知ってい
る

03 言葉を見たり聞いたり
したことはある

04 全く知らない

05 無回答

01

8.5%

02

22.9%

03

27.9%

04

37.9%

05 2.8%

平
成
２
２
年

令
和
４
年

1 休憩や談話できるス
ペースが少ない

2 案内表示が少ない、
またはわかりにくい

3 利用する際の予約などの
手続きが複雑で不便

4 手すりの設置や段差
の解消が不十分5 道路（歩道）の段

差・くぼみが多い

6 十分幅のある安全な
歩道が整備されていな

い

7 自動車や自転車の運
転マナーが悪い

8 バリアフリートイレ
の整備が不十分

9 店員や職員の態度から
思いやりが感じられない

10 現状で満足している
11 その他 12 無回答

❼ ユニバーサルデザインに関し

て理解を深める機会の拡充が

必要です。

課 題

❽ ハード・ソフト両面でユニバ

ーサルデザインのまちづくり

を一層進める必要があります。

❾ 心のユニバーサルデザインの

浸透が必要です。

課 題

【主な調査結果と課題】

9



Ⅱ 本市の現状と課題 ④

２. アンケート調査結果にみる現状と課題 ②

(3) 情報のユニバーサルデザイン不足の認識

行政等の情報に関し、重要情報の見つけにくさや専門用語の多さが指摘されています。

(4) 障がいのある方や外国人等との交流や支援活動への参加

参加の「経験がない」が多く、理由としてきっかけや情報の不足があげられています。

1 色やデザインが見づら
く、分かりにくい

2 必要な情報や重要な情報
を見つけにくい

3 音声案内や点字、手話
通訳者等の配置が不十分

4 多言語表記・やさしい
日本語での表記がされて

いない

5 文字の大きさやフォン
ト（字体）が読みにくい

6 専門用語やカタカナの外
来語が多く、分かりにくい

7 インターネットでの情
報提供が不十分

8 現状で満足
9 その他

10 無回答

1 経験がある

(22.1%)

2 経験がない

(75.2%)

3 無回答

(2.7%)

1 参加してみたいが時間
的に余裕がない

2 参加してみた
いがどうしてよ
いか分からない

3 参加してみた
いが情報が少な
い、またはない

4 関心はあるが参加
まではしなくてもよ

いと思う

5 関心がない

6 その他

7 無回答

❿ わかりやすい情報の発信と情

報の多言語化を推進する必要

があります。

課 題

⓫ 多様性を尊重する地域社会の

ため、自ら実践する人材の育

成が必要です。

⓬ 多文化交流の機会の拡充と情

報発信の強化が必要です。

課 題

10



Ⅲ 目指すまちづくり ①

１. 基本理念

社会情勢が変化する中、様々な課題に対応し、市、市民、民間団体、事業者が協働で地域社会のユニバーサルデザイン化を進

めるため、『第２次いわき市ユニバーサルデザイン推進指針』における目指すまちづくりの「基本理念」を次のとおりとします。

年齢、性別、国籍などの違いや障がいの有無にかかわらず、

すべての人が安全・安心で心豊かに暮らすことができ、自由に社会参画できるよう、

多様な特性に対応したハード・ソフトのまちづくりを進めていくとともに、

互いの個性を尊重し、認め合いながら自然に配慮できる思いやりの心を育み、

ユニバーサルデザインが当たり前のまちの実現を目指します。

みんなにやさしく みんなが暮らしよいまち いわき

11



Ⅲ 目指すまちづくり ②

２. 基本方針

「基本理念」の実現に向けた「基本方針」を、次のとおり設定します。

基本方針Ⅰ 思いやりと実践の ひと づくり

人の多様性への理解を深め、多様な人同士が触れ合う機会を充実させ、お互いの個性を認めて

思いやる心を育み、行動に移す「ユニバーサルデザインなひと」の輪を広げます。

基本方針Ⅱ 誰にもやさしくわかりやすい まち づくり

年齢や障がいによる特性、国籍の違いなどに配慮したソフト、ハードのまちづくりを行き渡らせ、

すべての人が便利で安全・安心に暮らし活動できる「ユニバーサルデザインなまち」を充実させます。

基本方針Ⅲ 誰もがつながりやすい しくみ づくり

すべての人が自らの意思で社会参画でき、支え合いの共助につながることができる共生社会の実現に向け、

地域コミュニティや市民活動を活性化する「ユニバーサルデザインなしくみ」を強化します。

12



Ⅳ 市の取組 ①

13

Ⅰ
思いやりと

実践の

ひと
づくり

Ⅱ
誰にもやさしく
わかりやすい

まち
づくり

Ⅲ
誰もが

つながりやすい

しくみ
づくり

基本方針

１.思いやりの心の醸成

２.多様性や人権の理解と実践の促進

３.多様な人の交流の促進

取組の柱

１.誰にも便利で安全・安心な空間と環境の整備

２.誰にも伝わる情報受発信の拡充

３.誰もが活躍できる地域経済環境の構築

１.誰もが社会参画しやすい環境の整備

２.共助のためのコミュニティの強化

３.男女共同参画と多文化共生の推進

１. 取組の柱
３つの「基本方針」ごとに、課題を踏まえた「取組の柱」を次のとおり設定します。

み
ん
な
に
や
さ
し
く

み
ん
な
が
暮
ら
し
よ
い
ま
ち

い
わ
き

基本理念

◀ ❷❾

◀ ❸❹❼⓫

◀ ❹⓬

◀ ❶❺❽

◀ ❽❿

◀ ❺

◀ ❹

◀ ❸❻

対応する主な課題(P7～10)

◀ ❺❻



Ⅳ 市の取組 ②

14

Ⅰ-１．思いやりの心の醸成

ユニバーサルデザインの基礎となるいのちや助け合いを大切にする心、思いやりの心の醸成を図るため、学校教育や

生涯学習、市民活動など、様々な学びの機会や場の充実を図ります。

・小中学校の道徳、総合的な学習

・ユニバーサルデザインひとづくり推進事業

◎啓発パンフレットの改定

・出前講座（福祉・高齢者・子ども）の実施

・市職員の研修の充実主な取組

（◎：新規）

２. 市の施策 ①
「取組の柱」ごとの具体的な市の取組は次のとおりとなります。

(1) 基本方針Ⅰ ひとづくり

取組 ①

取組 ①：ユニバーサルデザインひとづくり推進事業

「市小学生ユニバーサル

デザイン『やさしさ』写

真コンクールの実施など

を通して、ユニバーサル

デザインの普及啓発に取

り組みます。

取組②：啓発パンフレットの改定

啓発パンフレットを改定

し、学校などへ配布する

ことにより、広く市民に

対し、ユニバーサルデザ

インの理解促進に取り組

みます。

取組 ②



Ⅳ 市の取組 ③
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２. 市の施策 ②

Ⅰ-２．多様性や人権の理解と実践の促進

障がいの有無、年齢・国籍・性の認識の違いなど、多様性や人権に対する理解を深め、互いの個性を尊重し、心豊か

に暮らせる環境のための配慮や工夫が身につく機会や啓発の拡充を図るとともに、行動に移せる人材を養成します。

・小中学校の総合的な学習【再掲】

・いわきふれあい・ふくし塾の開催

・人権啓発活動

・多様な性（LGBT※）に関する啓発活動

・日本語支援ボランティア養成講座の開催

・こどもの権利相談室

主な取組

取組①：人権啓発活動 取組②：多様な性（LGBT）に関する啓発活動

※LGBT＝レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トランスジェンダーの頭文字を取って組み合わせた言葉で、性的少数者を表す言葉の一つ。

誰もがありのままの自分

らしく生きられる社会を

実現するため、講演会の

開催などを通し、多様な

性に関する理解を促進し

ます。

年齢、性別、言語、宗教

や個性の違いを認め、理

解・尊重し、お互いの人

権に配慮した行動ができ

るよう、「人権フェス

タ」の開催などを通し、

人権の啓発を図ります。

取組 ①

取組 ②



Ⅳ 市の取組 ④
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Ⅰ-３．多様な人の交流の促進

２. 市の施策 ③

年齢や障がいの有無、国籍などを超えて交流しながら相互理解を深める取組を促進するとともに、参加の輪を広げる

情報の拡充を図ります。

・サンアビスポーツ塾の開催

・シルバーリハビリ体操の実施

・いわき地球市民フェスティバルの開催

・認知症カフェの運営支援

◎子ども食堂等運営支援事業

・国際交流協会ＨＰ、会報誌による情報発信

主な取組

（◎：新規）

取組①：サンアビスポーツ塾の開催 取組②：いわき地球市民フェスティバルの開催

障がい者と地域住民がと

もに楽しめるスポーツ活

動を行う場を提供し、障

がい者と地域住民の相互

理解を深めるとともに、

障がい者の地域における

社会活動を推進します。

外国にルーツを持つ市民

の日本語スピーチコンテ

ストやパフォーマンスな

ど、国際色豊かに市民が

交流する、民間団体の主

催によるイベントです。

取組 ①

取組 ②



Ⅳ 市の取組 ⑤
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Ⅱ-１．誰にも便利で安全・安心な空間・環境の整備

高齢者や障がい者、外国人や妊婦などの多様な特性への配慮が行き渡り、利用しやすく安全・安心な施設、交通環

境、生活空間、製品やサービスなど、暮らしよいまちづくりを推進します。

・道路、公園、学校、消防署などの公共施設等のＵＤ化

・次世代交通システムによる交通イノベーション推進事業

・高齢者等住宅リフォーム給付事業

◎小さな拠点形成支援事業

・みんなで創る地域交通支援事業

・スマートライフ推進事業

・赤ちゃんの駅※事業
主な取組

（◎：新規）

２. 市の施策 ④

(2) 基本方針Ⅱ まちづくり

取組①：道路、公園、学校、消防署などの公共施設等のＵＤ化 取組②：スマートライフ推進事業

道路や公園、学校、消防

署などの公共施設等のＵ

Ｄ化を進めることで、誰

もが利用しやすい環境の

整備を図ります。

暮らしの質の向上を図る

ため、日常生活にIoT等

の先端技術を活用し、心

身の状態の可視化による

適切な健康管理や、乳幼

児の見守りによる子育て

支援、健康相談アプリに

よる市民の健康増進など

を行います。

取組 ①

取組 ②

※赤ちゃんの駅＝「授乳」と「おむつ替え」の両方ができるスペース・設備（授乳室、ベビーベッド）があり、赤ちゃん連れの家族が気軽に利用できる施設。



Ⅳ 市の取組 ⑥
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２. 市の施策 ⑤

Ⅱ-２．誰にも伝わる情報受発信の拡充

すべての人が必要な時に必要な情報を得ることができるよう、様々な媒体や情報通信技術を活用し、多様な特性に配

慮したわかりやすい情報の発信とともに、情報を受け取りやすい環境の充実を図ります。

・市政情報（ＨＰ、広報紙）のＵＤ化、多言語化

・国際交流協会ＨＰ、会報誌による情報発信【再掲】

・公共施設等のWi-Fi※環境の整備

・公共施設等案内表示のＵＤ化、多言語化

・防災情報のＵＤ化

・女性活躍推進ポータルサイトによる情報発信

主な取組

取組①：市政情報（ＨＰ、広報紙）のＵＤ化、多言語化 取組②：防災情報のＵＤ化

※Wi-Fi＝無線で通信する端末がお互いに接続可能となる方式。

ホームページや広報紙に

おける市政情報の発信

に、ユニバーサルデザイ

ンの考え方を取り入れる

とともに、多言語化に取

り組みます。

見やすさに配慮した配色

やピクトグラムの活用な

ど、防災マップの情報を

ＵＤ化することで、あら

ゆる人が視覚的に容易か

つ直感的に防災情報を得

られるようにします。

取組 ①

取組 ②



Ⅳ 市の取組 ⑦
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Ⅱ-３．誰もが活躍できる地域経済環境の構築

２. 市の施策 ⑥

年齢や性別、障がい、国籍にかかわらず、生きがいや働きがいをもって活躍し、自立できる就労環境が整備された地

域経済環境の構築を図ります。

・チャレンジ雇用推進事業

・イクボス養成講座の開催

・生産性向上・ダイバーシティ推進事業

・フェムテック・メンテック※の普及促進

・シルバー人材センターの運営支援主な取組

取組①：生産性向上・ダイバーシティ推進事業 取組②：フェムテック・メンテックの普及促進

※フェムテック・メンテック＝フィメール（女性）・メン（男性）とテクノロジー（技術）を組合わせた造語。男女特有の健康問題を技術で解決する製品やサービス。

急激な人手不足に対応す

るため、男女ともに働き

やすい職場環境づくりに

積極的に取り組む市内企

業等を認証・公表するな

ど、女性や障がい者、外

国人など多様な人材が活

躍できる環境を整備しま

す。

女性や男性の健康問題を

テクノロジーで解決する

製品やサービスの推進に

より、社会進出の加速や

働きやすい環境整備のほ

か、健康問題に対する理

解促進を図ります。

取組 ①

取組 ②



Ⅳ 市の取組 ⑧
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Ⅲ-１．誰もが社会参画しやすい環境の整備

年齢や障がい、国籍にかかわらず、自らの意思に基づいて社会参画できるよう、様々な市民活動の活性化などによ

り、すべての人が充足感を得ることができる環境の整備を推進します。

・まち・未来創造支援事業

・いきいきシニアボランティアポイント事業

・お出かけ市役所（行政MaaS）

・みんなの市役所デジタル変革事業

・みんなの居場所づくり事業

・市民活動支援拠点の検討

・認知症の人と家族への一体的支援事業
主な取組

２. 市の施策 ⑦

(3) 基本方針Ⅲ しくみづくり

取組①：いきいきシニアボランティアポイント事業 取組②：お出かけ市役所（行政MaaS）

市内に住所がある65歳

以上の方を対象に、市が

指定したボランティア活

動に参加した際にポイン

トを付与し、当該ポイン

トを市の特産品等の商品

に還元します。

中山間地域等における行

政サービスの充実及び市

民利便性の向上を図るた

め、お出かけ市役所（行

政MaaS）を実施しま

す。

取組 ①

取組 ②



Ⅳ 市の取組 ⑨
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２. 市の施策 ⑧

Ⅲ-２．共助のためのコミュニティの強化

年齢や障がい、国籍にかかわらず、すべての人が平時から災害時まで、支え合いの共助の輪に加わることができるよ

う、地域社会における自治会、市民活動などの各種コミュニティの充実を促進します。

◎町内会等運営サポート事業

・明日をひらく人づくり事業

・避難行動要支援者避難支援事業

・住民支え合い活動づくり事業

・自治会等加入促進の協力要請

・自主防災組織強化支援事業

主な取組

（◎：新規）

取組①：住民支え合い活動づくり事業 取組②：自主防災組織強化支援事業

自主防災組織の機能強化

を図り、自助・共助によ

る防災力の向上を図るほ

か、地域の防災リーダー

として活動する人材を育

成します。

取組 ①

取組 ②

住民主体型の生活支援

サービス事業の創出と

サービス提供体制の構築

を支援するため、生活支

援コーディネーターを配

置し、地域支え合い活動

づくりを推進します。



Ⅳ 市の取組 ⑩
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Ⅲ-３．男女共同参画と多文化共生の推進

２. 市の施策 ⑨

男女共同参画や多文化共生の取組を一層推進し、すべての人がいきいきと心豊かに暮らせる共生社会の実現を目指し

ます。

・男女共同参画に関する啓発活動

◎男女共同・多文化共生センターの新設

・ワークライフバランス※の促進

・多文化共生相談員設置事業

・女性活躍推進ポータルサイトによる情報発信【再掲】

・国際交流員の設置

主な取組

（◎：新規）

取組①：男女共同参画に関する啓発活動 取組②：多文化共生相談員設置事業

※ワークライフバランス＝仕事、家庭生活、地域生活など様々な活動が自ら希望するバランスで行える状態。

「認め合い、協力し合

う、男女平等のまちいわ

き」の実現に向け、「男

女共同参画の日」に講演

会や作品の表彰式を開催

するなど、男女共同参画

に係る意識の醸成や人材

育成を図ります。

日本人と外国人との間

の”言葉の壁”や、日本人

の外国出身者に対する偏

見差別等”心の壁”を取り

除くことを目的として、

多文化共生相談員を設置

します。

取組 ① 取組 ②



Ⅴ ユニバーサルデザインの推進体制 ①

１. 市の推進体制
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(1) 施策への反映推進

▶ 「ユニバーサルデザイン庁内推進会議」を定期的に開催し、全庁的な関連施策のきめ細かい進捗管理と最新情報の共有を図り

ます。

▶ 職員の意識を一層高めるため、有識者によるユニバーサルデザイン研修を採用することを検討します。

(2) 支援体制の強化

▶ ユニバーサルデザイン推進の重要課題である女性活躍や外国人共生などに、総合的かつ効果的に対応するため、「男女共同参

画センター」が担う男女共同参画と「文化交流課」が担う多文化共生等を統合し、「男女共同・多文化共生センター」を新設

します。

▶ ユニバーサルデザインの推進などに取り組む民間団体の活動を、交流・連携の促進や活動スペースの確保などの面で支援する

市民活動支援拠点の検討を進めます。

(3) 外部チェック機能の強化

▶ 本指針の策定にあたり、有識者の意見を反映させるために設置した「ユニバーサルデザイン推

進指針検討委員会」を、指針に基づく施策を継続的に進捗管理する機関として「（仮称）ユニ

バーサルデザイン推進検討委員会」に改めて定期的に開催し、外部からのチェック機能を強化

します。



Ⅴ ユニバーサルデザインの推進体制 ②

２. 各主体の役割
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(1) 市民に期待する役割

▶ すべての市民がまちづくりの担い手という意識を持ち、周りに対する思いやりの目配りや気配り、

あいさつや親切な声掛けなど、身近なところからのユニバーサルデザインの実践を期待します。

▶ より充実した実践のためには、ユニバーサルデザインに関する知識を深めるとともに多様な人と

の触れ合いが重要であり、様々な学びの場や交流の機会に積極的に参加し、仲間の輪を広げるこ

とを期待します。

(2) 民間団体に期待する役割

▶ 同じ目標を持ち、様々な知識や経験を有する人の集合体であるＮＰＯなどの民間団体は、複雑

化・多様化するユニバーサルデザインのニーズに、当事者目線に立ってきめ細やかで柔軟に対

応できる、まちづくりの重要な担い手です。

▶ 団体自らの活動とともに、他団体や事業者、市との意見交換や交流を通した連携により、相乗

効果が期待できる広がりを持った活動の推進を期待します。

(3) 事業者に期待する役割

▶ 地域経済を支える重要な担い手として、女性や障がい者、外国人が就労しやすい職場環境を整備

するなど、誰もが活躍し、自立できるまちの実現に向け、社会的役割を果たすことを期待します。

▶ サービス、製品や生産工程、さらには社会貢献において、ユニバーサルデザインやSDGｓの視点

を積極的に導入しながら、活動を伸展させることを期待します。

ユニバーサルデザインの推進は、市の取組だけでなく、市民、民間団体、事業者の各主体が、目標を共有しながら自らの役割を

果たすとともに、連携して取り組んでいくことが重要であり、各主体に期待する役割は次のとおりです。



《参考資料》
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１. 市民アンケート調査①

⑴ 調査の概要

▶ 調査目的

第２次いわき市ユニバーサルデザイン推進指針を策定するにあたり、市

民が日常生活の中で感じている意見等を把握し、基礎資料を作成すること

▶ 調査対象者

18歳以上の市内居住者で10歳代、20歳代、30歳代、40歳代、50歳

代、60歳代、70歳代、80歳代、90歳代以上の各年齢層から無作為抽出さ

れた男女各1,500名（計3,000名）

▶ 調査方法

調査票を郵送し、同封した返信用封筒にて返送を依頼

（インターネットでの回答も可）

▶ 調査期間

令和４年２月25日～令和４年３月17日

▶ 回答率

対象者数3,000名、回答者数1,187名、回答率39.6％

※前回調査（平成22年実施）

対象者数3000名、回答者数1199名、回答率40.0％
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年代 対象者数 回答数 回答率

10歳代 62 20 32.3%

20歳代 314 81 25.8%

30歳代 360 111 30.8%

40歳代 466 167 35.8%

50歳代 466 205 44.0%

60歳代 496 236 47.6%

70歳代 480 257 53.5%

80歳代 278 89 32.0%

90歳代以上 78 19 24.4%

無回答 - 2 -

計 3,000 1,187 39.6%

▶ 年代別対象者数、回答数、回答率

※令和３年12月１日時点の住民基本台帳における
18歳以上の人口の中に占める各年齢層の比率を
基に対象者数を算定



１. 市民アンケート調査②

⑵ 調査の結果

【ユニバーサルデザインについて】
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8.5%

22.9%

27.9%

37.9%

2.8%

1 具体的な取組事例など、詳
しく知っている

2 言葉の意味は知っている

3 言葉を見たり聞いたりした
ことはある

4 まったく知らない（このア
ンケートで初めて知った）

5 無回答

①あなたは「ユニバーサルデザイン」という言葉や考え方に
ついて知っていますか。

②ユニバーサルデザインに関する情報について、どのような
もので知りましたか。

31.3%

23.6%

16.0%
2.4%

0.7%

0.6%

7.8%

1.5%

2.8%
8.5%

2.2% 2.8%
1 テレビ・ラジオ

2 新聞・雑誌

3 インターネット

4 企業の展示会

5 通信販売

6 消費者団体等

7 広報いわき・市公式ホーム
ページ

8 講演会・シンポジウム

9 家族から聞いた

10 学校で学んだ

約６割がユニバーサルデザインという言葉を見たり聞いたり
したことがあるか、その意味や具体的な取組事例を知ってい
るとの結果になりました。

テレビ・ラジオ、新聞・雑誌、インターネットで約７割を占
める結果となりました。



１. 市民アンケート調査③

【ユニバーサルデザイン（ハード面）について】
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②あなたは、市内のお店や施設、公園や観光地などで、ユニ
バーサルデザインが普及してきたと感じるのはどのようなと
ころですか。

13.6%

18.2%

3.1%
17.8%

24.3%

17.4%

3.3% 2.3%
1 休憩や談話できるスペース
が増えた

2 案内表示が分かりやすく
なった、増えた

3 利用する際の予約などの手
続きが簡単になった

4 トイレの設置数が増え、き
れいに管理されている

5 手すりの設置や段差の解消
が進んだ

6 普及していない

7 その他

8 無回答

4.4%

28.9%

49.8%

11.6%

5.3%

1 普及してきた

2 おおむね普及してきた

3 あまり普及していない

4 普及していない

5 無回答

①あなたは、多くの人が利用する市内の施設や公共交通機関
などにおいて、ユニバーサルデザインが普及してきたと思い
ますか。

約６割が普及していないと感じているとの結果になりまし
た。

「手すりの設置や段差の解消が進んだ」の割合が最も高い結
果となりました。



１. 市民アンケート調査④
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③あなたは、市内の道路（歩道）や公共交通機関などで、ユ
ニバーサルデザインが普及してきたと感じるのはどのような
ところですか。

④あなたは、市内のお店や施設、道路や公共交通機関などの
様々な場所において、ユニバーサルデザインの普及が不十分
であると感じるのはどんな点ですか。

8.0%

9.7%

3.2%

10.2%

22.1%

5.2%

20.3%

16.5%

2.9% 1.9%
1 道路（歩道）の段差・くぼみが解
消された

2 十分幅のある安全な歩道が整備さ
れてきた

3 自動車や自転車で思いやりのある
運転をする人が増えた

4 トイレや休憩する場所が増えた

5 駅などでエレベーターやエスカ
レーターの整備が進んだ

6 行き先や発着時間などの案内表示
や車内放送が分かりやすくなった

7 バリアフリートイレの整備が進ん
だ

8 普及していない

9 その他

10 無回答

7.1%

9.4%

8.8%

8.1%

18.6%
15.7%

15.6%

4.8% 6.4%

1.8%

1.5%
2.2%

1 休憩や談話できるスペース
が少ない

2 案内表示が少ない、または
わかりにくい

3 利用する際の予約などの手
続きが複雑で不便

4 手すりの設置や段差の解消
が不十分

5 道路（歩道）の段差・くぼ
みが多い

6 十分幅のある安全な歩道が
整備されていない

7 自動車や自転車の運転マ
ナーが悪い

8 バリアフリートイレの整備
が不十分

9 店員や職員の態度から思い
やりが感じられない

10 現状で満足している

「駅などでエレベーターやエスカレータの整備が進んだ」の
割合が最も高い結果となりました。

「道路（歩道）の段差・くぼみが多い」の割合が最も高い結
果となりました。



１. 市民アンケート調査⑤

【心のバリアフリーについて】
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①あなたは「心のバリアフリー」という言葉や考え方につい
て知っていますか。

②心のバリアフリーに関する情報について、どのようなもの
で知りましたか。

35.5%

25.7%

15.9%

9.0%

2.1%

2.4% 4.3%
1.6%

3.3%
1 テレビ・ラジオ

2 新聞・雑誌

3 インターネット

4 広報いわき・市公式ホーム
ページ

5 講演会・シンポジウム

6 家族から聞いた

7 学校で学んだ

8 その他

9 無回答

5.8%

39.9%

15.3%

36.2%

2.7%

1 言葉も意味も明確に知って
いる

2 言葉も意味もおおよそは
知っている

3 言葉は知っているが意味は
知らない

4 言葉も意味も知らない（こ
のアンケートで初めて知っ
た）

5 無回答

約６割が心のバリアフリーという言葉を見たり聞いたりした
ことがあるか、その意味や具体的な取組事例を知っていると
の結果になりました。

「テレビ・ラジオ」「新聞・雑誌」「インターネット」「広
報いわき・市公式ホームページ」で８割以上を占める結果と
なりました。



１. 市民アンケート調査⑥
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④障がいのある方に対して、障がいを理由に差別をすること
は、障害者基本法第４条により禁止されていることをご存知
ですか。

60.3%

38.4%

1.3%

1 知っている

2 知らなかった

3 無回答

③家庭や地域、学校や職場において、困っている人への声か
けや手助け、思いやりのある行動が、あなたご自身及びあな
たの周囲においてできていると思いますか。

12.0%

43.4%

37.6%

5.6%

1.5%

1 思う

2 やや思う

3 あまり思わない

4 思わない

5 無回答

「思う」と「やや思う」で５割以上を占める結果となりまし
た。

「知っている」が約６割を占める結果となりました。



１. 市民アンケート調査⑦
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⑤思いやり駐車場とは、車いす使用者等のために広くスペー
スが確保された駐車スペースのことをいいますが、ご存知で
すか。

94.1%

4.8% 1.1%

1 知っている

2 知らない

3 無回答

84.8%

3.9%

0.7%

9.6%

1.1%

1 配慮している

2 たまに配慮している

3 配慮していない

4 自動車を運転しない

5 無回答

⑥あなたは、思いやり駐車場について、必要とする人のため
に利用しないで空けておく等の配慮を日頃からしています
か。

「知っている」が９割以上を占める結果となりました。 「配慮している」が８割以上を占める結果となりました。



１. 市民アンケート調査⑧
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⑦外国人がバス乗り場の案内板の前で何か悩んでいるように
見えます。あなたならば、どうしますか。

⑧「しばらく様子を見る」「何もしない」の行動を選択した
理由は何ですか。

9.3%

27.2%

20.2%

30.4%

10.8%

2.1%

1 積極的に声をかけ手助けを
する

2 時間があれば声をかけ手助
けをする

3 周囲の人やバス会社職員に
伝える

4 しばらく様子を見る

5 何もしない

6 無回答

55.5%

1.7%
6.0%

25.3%

1.1%

3.2%

7.4% 1 言葉が通じるか不安だから

2 肌や目の色が自分とは異な
り怖いと感じるから

3 周囲の誰かが助けてくれる
と思ったから

4 助けを求められたら手助け
しようと思ったから

5 自分には関係ないから

6 その他

7 無回答

自分から手助けする、または周囲に伝えると回答した方が約
６割を占めました。

「言葉が通じるか不安だから」と「助けを求められたら手助
けしようと思ったから」で約８割を占めました。



１. 市民アンケート調査⑨

【情報について】
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②あなたは、行政や企業が作成する広報・広告などで、分か
りにくい・不便だと感じたことはありますか。

4.2%

30.7%

3.7%8.0%
5.9%

17.4%

11.4%

12.7%

2.5% 3.5%
1 色やデザインが見づらく、
分かりにくい

2 必要な情報や重要な情報を
見つけにくい

3 音声案内や点字、手話通訳
者等の配置が不十分

4 多言語表記・やさしい日本
語での表記がされていない

5 文字の大きさやフォント
（字体）が読みにくい

6 専門用語やカタカナの外来
語が多く、分かりにくい

7 インターネットでの情報提
供が不十分

8 現状で満足

9 その他

10 無回答

①あなたは各種行政サービスの情報が必要なとき、どのよう
な方法で入手しますか。

47.3%

26.8%

7.4%

12.3%

1.9% 4.3%

1 インターネット（市公式
ホームページ）を利用

2 各行政機関に電話で問い合
わせる

3 各行政機関に行き、直接話
を聞く

4 広報誌をみる

5 その他

6 無回答

「インターネット（市公式ホームページ）を利用」と「各行
政機関に電話で問い合わせる」で７割以上を占めました。

「必要な情報や重要な情報を見つけにくい」や「専門用語や
カタカナの外来語が多く、分かりにくい」で約５割を占めま
した。



１. 市民アンケート調査⑩

【その他】
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10.6%

11.0%

19.5%

33.0%

15.5%

3.8%
6.6% 1 参加してみたいが時間的に

余裕がない

2 参加してみたいがどうして
よいか分からない

3 参加してみたいが情報が少
ない、またはない

4 関心はあるが参加まではし
なくてもよいと思う

5 関心がない

6 その他

7 無回答

22.1%

75.2%

2.7%

1 経験がある

2 経験がない

3 無回答

②参加した経験がない理由は何ですか。①あなたは、障がいのある方や外国人等との交流や支援活動
に参加をした経験はありますか。

「経験がない」の割合が７割以上を占めました。 「参加してみたいが時間的に余裕がない」「参加してみたい
がどうしてよいか分からない」「参加してみたいが情報が少
ない、またはない」と回答した方が約４割を占めました。



１. 市民アンケート調査⑪
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③あなたは、ユニバーサル社会の実現に向けて、行政や企業
はどのような分野から取り組むべきだと思いますか

④あなたは、心のバリアフリーに繋がるような行動を日頃か
ら意識して実行していますか。また、今後していきたいと思
いますか。

23.6%

28.1%

11.5%

22.4%

9.2%

0.9% 4.3%

1 人づくりの分野

2 サービスの分野

3 情報の分野

4 まちづくりの分野

5 ものづくりの分野

6 その他

7 無回答

23.3%

62.4%

8.8%

2.2% 3.3%

1 意識して行動している

2 これまであまり意識してい
なかった。今後、意識して行
動したい

3 これまであまり意識してい
なかった。今後も特段、意識
して行動しようとは思わない

4 その他

5 無回答

サービスの分野、人づくりの分野、まちづくりの分野、情報
の分野、ものづくりの分野の順に割合が高い結果となりまし
た。

「意識して行動している」「これまであまり意識していな
かった。今後、意識して行動したい」で８割以上を占める結
果となりました。



２. 第２次いわき市ユニバーサルデザイン推進指針検討委員名簿
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区分 氏名 所属等 分類

委員長 齊藤 充弘 福島工業高等専門学校都市システム工学科 教授 学識経験者

副委員長 加藤 幸恵
特定非営利活動法人地域福祉ネットワークいわき
小名浜地域包括支援センター 管理者

高齢者支援関係者

委員 遠藤 真由美
いわき市小中学校長会連絡協議会
いわき市立勿来第一小学校 校長

教育関係者

委員 浦木 祐作 福島県建築士会いわき支部 理事 建築関係者

委員 星 隆之
いわき商工会議所
アルプスアルパイン株式会社人材開発部いわき人事課

外国人雇用企業

委員 志賀 達生
一般社団法人いわき市私立幼稚園協会
平第一幼稚園 園長

子育て支援関係者

委員 河原 哲也 いわき地区障がい者福祉連絡協議会 副会長 障がい者支援関係者



３. 策定経過
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年月日 経過

令和４年２月７日 第１回委員会開催（書面）

令和４年２月25日～令和４年３月17日 市民アンケート調査実施

令和４年５月25日～令和４年７月４日 市職員アンケート調査実施

令和４年10月19日 第２回委員会開催

令和４年11月９日～令和４年11月25日 庁内照会

令和５年１月19日 庁内検討会議開催

令和５年１月20日～令和５年１月26日 庁内照会

令和５年２月１日 第３回委員会開催

令和５年２月10日～令和５年２月22日 庁内照会

令和５年３月７日～令和５年３月20日 パブリックコメント実施

令和５年３月24日 第４回委員会開催

令和５年３月30日 策定


